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現
在
、
行
な
わ
れ
て
い
る
決
算
特
別
委
員
会
で
、

大
変
な
問
題
発
言
が
区
長
部
局
か
ら
出
さ
れ
ま
し

た
…
。 

企
画
課
長
か
ら
の
答
弁
で
し
た
が
、
今
後
の
田
中

区
政
の
方
向
性
を
見
定
め
る
上
で
も
大
変
重
要
な
、

そ
し
て
危
険
な
中
身
が
浮
き
彫
り
に
な
り
始
め
て

い
ま
す
。 

党
区
議
団
は
、
前
山
田
区
長
か
ら
田
中
区
長
に
交

代
し
て
以
降
の
区
政
運
営
に
つ
い
て
「
問
題
点
も
あ

る
が
、
前
進
面
も
あ
る
」
と
の
見
方
を
し
て
き
ま
し

た
。
小
中
学
校
へ
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
、
減
税
基
金
条

例
廃
止
、
特
養
ホ
ー
ム
や
認
可
保
育
園
の
増
設
な
ど

を
打
ち
出
し
た
こ
と
は
重
要
な
前
進
面
で
し
た
。 

し
か
し
、
こ
の
間
の
や
り
取
り
に
お
い
て
、
建
て

前
と
実
際
の
区
政
運
営
の
間
に
〝
大
き
な
乖
離
が

あ
る
〟
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

企
画
課
長
の
問
題
発
言
は
す
み
や
か
に
撤
回
す

べ
き
で
す
。 

そ
も
そ
も
、
無
駄
を
削
り
、
古
い
制
度
や
組
織
を

見
直
す
こ
と
は
当
然
で
す
。
し
か
し
、
保
育
園
や
児

童
館
、
ゆ
う
ゆ
う
館
な
ど
の
果
た
し
て
き
た
役
割
を 

省
み
る
こ
と
な
く
、
無
駄
を
削
減
す
る
と
の
理
由

で
、
施
設
の
再
編
整
備
（
統
廃
合
）
や
民
間
委
託
を

進
め
る
こ
と
は
行
政
の
責
任
放
棄
で
す
。 

今
議
会
で
は
、
「
区
立
施
設
の
再
編
整
備
」
が
大

き
な
議
題
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
地
域
ご
と
の

区
立
施
設
が
統
廃
合
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。 

既
に
、
一
部
の
小
中
学
校
で
は
、
小
中
一
貫
教
育

の
名
の
下
に
、
学
校
の
統
廃
合
が
行
な
わ
れ
る
こ
と

も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
（
裏
面
参
照
）。 

今
、
全
区
民
的
な
議
論
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
も
住
民
福
祉
の
後
退
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
！ 

 

自民党議員の質問は行革に触れ「やはり、福

祉分野についての保育園、児童館、ゆうゆう館

などの施設がわが区ではたいへん多いと考え

ておるんです」と指摘。 

“こうした福祉施設の民間委託や民営化とと

もに、再編成が今後の行革で重要だ”と質問し

たのに応え、その答弁が行なわれました。 

企画課長「これからの行革というのは…かな

り乾いた雑巾をしぼるような作業」「今までと

同じような方法で、雑巾の全体に一様に力を入

れてですね、しぼってもなかなか水はでてこな

い」「絞るポイントとか、絞り方というものを

工夫していかなければいけない」「どこがその

ポイント重点化と申しませば、やっぱり福祉分

野におけるさらなる民営化の推進、それから施

設の再編整備ということだろう」 

以上が発言です。 

今
回
の
発
言
は
〝

福
祉
施
設
が
多
す
ぎ

る
″
と
す
る
自
民
党

議
員
の
質
疑
へ
の
答

弁
と
し
て
出
さ
れ
ま

し
た
（
詳
細
右
下
）
。

区民福祉 

税金の 

貯め込み 

雑巾絞りなど許されません！ 
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 やはり消防団員の子 消防車大好き! 
 

息子が「はたらく自動車」に熱中してい

ます。特に消防車や救急車などの緊急車両

が大好きです。 
先日、日大二高通り商店街のお祭り

「2kodori 祭り」（昨年、プロレス興行をし

たイベント。今回はリングを確保出来ずに

断念。残念…）に参加しました。 
会場には、消防車両も来ており、子ども

たちに乗車体験をしていたので、息子も乗

せてもらいました。もう、大興奮で降りよ

うとしないので困りました（笑） 
今後、消防団員として、消防車などに関

わる機会も多いので、ますます熱中してい

きそうです。 

高
円
寺
地
域
の
小
中
学
校
で
小
中
一
貫
教
育
の
実
施
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る

の
が
「
施
設
一
体
型
」
の
議
論
で
す
。 

施
設
一
体
と
な
れ
ば
、
現
状
の
三
校
が
一
校
に
統
廃
合
さ

れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

小
中
学
校
は
、
地
域
の
拠
点
で
あ
り
、
防
災
上
も
重
要
な

施
設
と
な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
大
切
な
教
育
の
場
で
も

あ
る
学
校
を
守
り
、
残
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

施
設
再
編
整
備
の
名
の
下
に
〝
区
立
施
設
の
統
廃
合
″

が
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
大
き
な
問
題
で
す
。 

少
子
高
齢
化
の
社
会
だ
か
ら
こ
そ
、
子
育
て
世
代
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
社
会
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
基
礎
自

治
体
の
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

党
区
議
団
は
、
学
校
存
続
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
み

ま
す
。 

日本共産党の議員ならではの仕事として、住民

の生活相談への対応が挙げられます。時には、他

会派の議員が対応せずに、私たちに結び付くケー

スも…。私も「社会福祉士」ということもあり、

多い時には、一日平均２件の割合で相談が寄せら

れます。 

寄せられる相談内容は、所得の減少（高齢や雇

用悪化に伴う）を理由とした生活苦が増えていま

す。どの案件も非常に深刻です。 

私たち日本共産党の党是は「国民の苦難軽減の

ために力を尽くす」というものです。私たち議員

は、多くの住民の声や実態を聞く中で、党の使命

を再確認し、議員としても鍛え上げられます。 

まさに“欠かすことの出来ない重要な仕事”と

言えるのではないでしょうか。 

黒 線 の 枠

内 に あ る

小 中 学 校

が 統 廃 合

検討地域。 

高円寺地域で活動する議員（鈴木・左 

富田・右）を中心に学校統廃合を止める

ために党議員団も全力をあげています。 

日本共産党の

全ての議員の日

常活動です。 

写真は小倉前

議員と共に、初

めて取り組んだ

生活相談です。 

祭りの後も「ショ

ーボーシャ、ノッタ

ー」と一日中、大騒

ぎでした。 

息子は大はしゃぎ 

本
物
に
興
味
津
津
で
す
。 


